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船

「
船
場
」
と
は
、
北
は
大
川
、
土
佐
堀
川
、
南
は
長
堀
、
東
は

東
横
堀
、
西
は
西
横
堀
に
囲
ま
れ
た
矩
形
状
の
地
域
を
指
す
総
称

で
あ
る
。
た
だ
し
、
西
横
堀
、
長
堀
は
埋
立
て
ら
れ
て
い
ま
は
存

在
し
な
い
。
江
戸
時
代
は
本
町
以
北
は
大
坂
三
郷
北
組
、
以
南
は

南
組
に
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
北
船
場
、
南
船
場
と
い
わ
れ
た
が
、
現

在
は
博
労
町
一
ー
五
丁
目
以
北
は
東
区
に
、
南
船
場
一
！
四
丁
目

は
南
区
に
属
し
て
い
る
。
ま
た
、
船
場
を
「
中
船
場
」
と
呼
ぶ
と

き
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
西
横
堀
以
西
の
「
西
船
場
」
も
し
く
は

「
下
船
場
」
、
上
町
地
区
の
「
東
船
場
」
に
対
す
る
呼
称
で
あ
る
。

「
船
場
」
の
地
名
は
、
船
の
字
を
音
読
し
、
場
の
字
を
訓
読
す

る
重
箱
読
み
で
あ
る
。
そ
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
浪
華
の
湊

の
船
着
き
場
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
い
う
説
、
古
来
、
戦
場
と
な

船

〔
講
座
講
演
よ
り
〕

場

船
場
の
成
り
立
ち

場

る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
説
、
豊
臣
時
代
外
郭

で
、
馬
を
洗
う
場
ー
洗
馬
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
説
、
波
が
打
ち

寄
せ
る
「
千
波
」
で
あ
っ
た
と
い
う
説
、
相
場
を
立
て
る
所
1
1
耀

場
説
な
ど
、
諸
説
が
あ
る
。

船
場
は
大
阪
、
い
や
日
本
を
代
表
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
セ
ン
タ
ー

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
商
業
地
と
し
て
の
輪
郭
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
江
戸
初
期
の
こ
と
で
あ
る
。
天
正
十
一
年
(
-
五

八
三
）
大
坂
に
入
っ
た
秀
吉
は
大
坂
城
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、

市
街
地
の
整
備
を
行
っ
た
。
生
玉
、
玉
造
、
渡
辺
を
城
下
の
中
心

と
し
、
さ
ら
に
天
満
や
、
砂
洲
地
帯
で
あ
っ
た
船
場
、
島
之
内
が

開
拓
さ
れ
た
。
同
時
に
市
中
堀
川
の
開
削
に
着
手
し
た
。
東
横
堀

川
、
天
満
堀
川
、
阿
波
堀
川
、
西
横
堀
川
は
一
五
九

0
年
代
よ
り

開
削
さ
れ
、
慶
長
五
年
（
ニ
ハ

0
0
)
ま
で
に
は
完
成
し
た
。
こ

れ
ら
の
整
備
さ
れ
た
街
区
に
堺
•
平
野
・
阿
波
・
土
佐
の
商
人
が

宮

本

五 又

郎



堀川の開削状況と大坂市街の整備

図2 疫長3年の頃 図1 築城以前の淀川

船

場

五

図4 寛永7年 図3 元和3年

出所 図1～図4は大阪町名研究会編『大阪の町名』より



船

場

来
往
し
、
大
城
下
町
の
姿
容
が
と
と
の
う
よ
う
に
な
っ
た
。
土
佐

堀
、
阿
波
堀
は
そ
れ
ぞ
れ
土
佐
商
人
、
阿
波
商
人
に
由
来
す
る
も

の
で
あ
る
。

大
坂
両
陣
で
大
坂
は
灰
儘
に
帰
し
た
が
、
落
城
後
家
康
の
外
孫

松
乎
忠
明
が
元
和
元
年
(
-
六
一
五
）
大
坂
城
主
と
し
て
入
り
、

同
五
年
大
和
郡
山
に
移
封
さ
れ
る
ま
で
の
五
年
間
、
市
街
復
興
に

力
を
尽
し
た
。
大
坂
城
旧
三
の
丸
地
域
が
市
街
地
と
し
て
開
放
さ

れ
、
そ
こ
に
伏
見
町
人
が
誘
致
さ
れ
た
。
船
場
•
島
之
内
は
町
割

が
な
さ
れ
、
下
水
道
も
通
っ
て
、
市
街
地
と
し
て
一
層
整
備
さ
れ

た
。
伏
見
町
人
も
し
だ
い
に
上
町
か
ら
船
場
、
下
船
場
に
分
散
し

て
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
堀
川
の
開
削
も
さ
ら
に
進
み
、
道

頓
堀
川
（
ニ
ハ
一
五
）
、
京
町
堀
川
(
-
六
一
七
）
、
海
部
堀
川

（
一
六
二
四
）
、
長
堀
川
(
-
六
二
五
）
、
立
売
堀
川
(
-
六
ニ

六
）
、
薩
摩
堀
川
（
一
六
三

0
)
な
ど
が
開
削
さ
れ
た
。
こ
う
し

て
、
運
河
網
が
さ
な
が
ら
今
日
の
市
内
高
速
道
路
の
よ
う
に
市
中

に
め
ぐ
ら
さ
れ
、
物
資
移
動
の
大
動
脈
と
な
り
、
「
出
船
千
隻
、

入
船
千
隻
」
の
「
水
の
都
」
と
呼
ば
れ
る
近
世
大
阪
の
景
観
を
造

り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
船
場
は
そ
の
中
心
と
し
て
、

一
六
一
〇
ー
ニ

0
年
代
に
、
そ
の
姿
を
現
わ
す
に
い
た
っ
た
の
で

あ
る
。
堀
川
の
開
削
状
況
と
船
場
の
成
立
過
程
を
図
示
す
る
と
、

図
1
ー
図
4
の
ご
と
く
と
な
る
。

五

秀
吉
時
代
に
は
東
横
堀
川
以
東
が
「
大
坂
中
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
が
、
船
場
や
下
船
場
に
町
域
が
拡
大
す
る
に
伴
い
、
町
人
の
自

治
組
織
た
る
町
組
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
元
和
年
間

（
一
六
一

0
年
代
）
に
本
町
通
り
を
境
に
北
組
と
南
組
が
置
か

れ
、
や
や
遅
れ
て
大
川
以
北
の
地
に
天
満
組
が
設
け
ら
れ
た
。
江

戸
初
期
に
は
上
町
地
区
に
伏
見
組
が
存
在
し
た
が
、
十
七
世
紀
中

ご
ろ
ま
で
に
南
・
北
両
組
に
分
属
さ
せ
ら
れ
、
以
後
大
坂
の
町
制

は
大
坂
三
郷
の
体
制
で
運
営
さ
れ
た
。
町
組
の
各
組
に
は
惣
会
所

が
置
か
れ
、
惣
年
寄
、
惣
代
ら
が
そ
こ
に
詰
め
、
町
奉
行
か
ら
三

郷
へ
の
触
書
、
口
達
な
ど
を
町
民
に
伝
達
す
る
と
と
も
に
、
町
人

自
治
を
行
っ
て
い
た
。
先
述
の
通
り
、
船
場
は
北
組
と
南
組
に
所

属
し
て
い
た
が
、
北
組
の
惣
会
所
は
元
和
二
年
平
野
町
八
丁
目

（
現
平
野
町
四
丁
目
）
に
、
南
組
の
惣
会
所
は
元
和
八
年
本
町
十

丁
目
（
現
本
町
四
丁
目
）
に
設
置
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
後
者
は
の

ち
南
農
人
町
一
丁
目
に
移
転
し
た
。

船
場
の
町
割
り

船
場
に
お
け
る
街
路
は
も
と
も
と
大
坂
城
周
辺
上
町
地
区
と
西

の
海
港
を
つ
な
ぐ
東
西
ル
ー
ト
を
主
要
交
通
路
と
し
、
南
北
ル
ー

ト
は
従
と
さ
れ
て
い
た
。
東
西
の
ル
ー
ト
は
通
り
と
呼
ば
れ
、
江

戸
期
に
は
四
・
三
間
（
約
八
メ
ー
ト
ル
）
幅
の
道
路
が
二
十
四
本
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船

場

走
り
、
他
方
、
南
北
の
ル
ー
ト
は
筋
と
呼
ば
れ
、
東
西
ル
ー
ト
と

直
交
し
て
、
三
・
三
間
（
約
六
メ
ー
ト
ル
）
幅
の
道
路
が
十
三
本

走
っ
て
い
た
。
東
西
の
通
り
が
幹
線
で
あ
っ
た
の
は
、
大
坂
が
大

坂
城
を
起
点
と
し
て
造
ら
れ
た
町
で
あ
っ
た
こ
と
、
東
国
と
西
国

と
の
交
通
の
要
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
、
大
坂
湾
か
ら
の
西
風

の
通
風
性
が
良
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
に
よ
る
。

東
西
の
通
り
を
暗
誦
す
る
た
め
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
古
歌
が
あ

っ
た
。
「
浜
梶
木
、
今
は
浮
世
と
高
伏
道
、
平
野
淡
路
、
瓦
備
後

安
土
本
町
、
米
屋
唐
物
、
久
太
久
太
に
二
久
宝
、
博
労
順
慶
、
安

堂
塩
町
、
浜
」
。
船
場
の
町
名
は
こ
の
通
り
名
と
一
致
す
る
も
の

が
多
い
。

他
方
、
南
北
の
筋
は
、
東
か
ら
帯
屋
町
筋
、
板
屋
町
筋
（
一
丁

目
筋
）
、
八
百
屋
町
筋
、
堺
筋
、
難
波
橋
筋
（
藤
中
橋
筋
）
、
中
橋

筋
、
三
休
橋
筋
（
栴
檀
木
橋
筋
）
、
丼
池
筋
、
心
斎
橋
筋
、
淀
屋
橋

筋
（
御
堂
筋
）
、
御
霊
筋
（
佐
野
屋
橋
筋
）
、
渡
辺
筋
（
魚
の
棚

筋
）
、
横
堀
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
板
屋
橋
、
中
橋
、
三
休
橋
、

心
斎
橋
は
、
戦
後
埋
立
て
ら
れ
た
長
堀
に
架
け
ら
れ
て
い
た
橋
の

名
で
あ
る
。

船
場
の
地
割
り
は
原
則
的
に
は
「
通
り
」
と
「
筋
」
に
囲
ま
れ

た
京
間
四

0
間
（
約
七
十
九
メ
ー
ト
ル
）
四
方
を
一
プ
ロ
ッ
ク
と

す
る
碁
盤
状
の
パ
タ
ー
ン
を
な
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
淀
屋
小

五
五

路
や
浮
世
小
路
な
ど
―

1
0問
割
の
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
四

0
間
四

方
は
江
戸
や
京
都
が
六

0
間
四
方
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
狭
い
地
割

り
で
あ
る
が
、
こ
の
船
場
の
地
割
り
は
難
波
京
の
条
坊
地
割
り
に

由
来
す
る
と
も
、
伏
見
の
地
割
り
に
由
来
す
る
と
も
い
わ
れ
る
。

四
0
間
四
方
の
中
央
に
三
ー
五
尺
の
溝
が
あ
り
、
こ
れ
が
町
境

と
な
っ
て
い
た
。
溝
を
は
さ
ん
で
、
各
屋
敷
が
背
中
合
せ
に
接
し

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
各
屋
敷
は
奥
行
約
二

0
間
と
な
る
。
間

口
は
原
則
と
し
て
一
〇
間
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
四

0
間
四
方
の

各
ブ
ロ
ッ
ク
に
一

O
X
二
0
間
の
屋
敷
地
が
、
八
つ
設
け
ら
れ
る

と
い
う
の
が
基
本
型
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
こ
れ
は
基

本
型
で
あ
り
、
実
際
に
は
間
口
の
方
は
次
第
に
細
分
化
が
進
ん

だ
。
元
禄
十
三
年
(
-
七

0
0
)
の
『
大
坂
北
組
・
南
組
・
天
満

組
水
帳
町
数
家
数
役
数
寄
帳
』
に
よ
る
と
、
北
組
中
船
場
に
は
六

十
六
町
一
九
九
二
軒
、
南
組
中
船
場
に
は
六
十
六
町
二
三
四
八
軒

の
屋
敷
が
存
在
し
た
。
基
本
プ
ロ
ッ
ク
が
、
二
七
六
（
十
二
X

ニ

+
―
―
-
)
あ
る
と
す
る
と
、
一
プ
ロ
ッ
ク
あ
た
り
十
五
・
七
軒
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
奥
行
二

0
問
が
動
か
な
い
と
す
る
と
、
一
軒
あ

た
り
間
口
は
五
間
程
度
と
な
る
の
で
あ
る
。

プ
ロ
ッ
ク
中
央
の
溝
は
町
境
で
あ
る
と
と
も
に
、
排
水
溝
の
役

目
を
果
し
、
こ
の
排
水
溝
は
東
西
両
横
堀
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
船
場
で
は
一
プ
ロ
ッ
ク
の
中
央
で
町
名
が



分
か
れ
て
お
り
、
東
西
の
通
り
を
は
さ
ん
で
南
北
の
屋
敷
地
に
同

一
の
町
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
ス
ト
リ
ー
ト
町
名
で

あ
っ
た
わ
け
で
、
通
行
人
に
と
っ
て
は
、
プ
ロ
ッ
ク
町
名
よ
り
も

便
利
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
に
成
立
し
た
船
場
の
地
割
り
は
基
本
的
に
は
今
日
ま

で
受
け
継
が
れ
て
い
る
が
、
明
治
以
降
市
電
の
開
通
、
都
市
計
画

な
ど
に
よ
り
、
道
路
の
拡
幅
は
い
く
た
び
と
行
わ
れ
た
。
市
電
の

第
一
期
線
築
港
線
が
開
通
し
た
の
は
明
治
一
二
十
六
年
の
こ
と
で
あ

る
が
、
船
場
地
区
関
係
で
は
、
東
西
線
（
花
園
橋
ー
末
吉
橋
）
と

南
北
線
（
梅
田
ー
恵
美
須
町
）
が
明
治
四
十
一
年
、
北
浜
天
満
線

が
四
十
四
年
、
堺
筋
線
が
四
十
五
年
、
勒
本
町
線
が
大
正
二
年
、

天
満
橋
西
筋
線
が
大
正
四
年
に
開
通
し
た
。
市
電
軌
道
敷
設
に

伴
い
、
こ
れ
ら
の
道
路
は
八
ー
十
二
間
(
-
四
·
五
ー
ニ
―
•
八

メ
ー
ト
ル
）
に
拡
幅
さ
れ
た
。
堺
筋
線
は
、
も
と
も
と
旧
難
波
橋

筋
に
敷
設
さ
れ
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
道
路
が
拡
幅
さ
れ
る
と
町

が
さ
び
れ
る
と
の
住
民
の
声
が
強
か
っ
た
の
で
、
堺
筋
敷
設
に
変

更
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
旧
難
波
橋
は
ひ
と
つ
西
の
筋
、
堺
筋

に
つ
け
替
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
堺
筋
に
は
三
越
の
ほ
か
、
白
木

屋
、
高
島
屋
、
松
坂
屋
な
ど
の
デ
ベ
ー
ト
が
立
ち
な
ら
ぶ
よ
う
に

な
り
、
大
阪
の
一
大
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
な
っ
た
。

大
正
九
年
都
市
計
画
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
都
市
計
画
事
業
に

船

場

よ
っ
て
、
御
堂
筋
、
三
休
橋
筋
、
大
川
町
通
り
、
平
野
町
通
り
、

久
宝
寺
町
通
り
な
ど
の
道
路
拡
幅
が
行
わ
れ
た
。
な
か
で
も
、
昭

和
十
一
年
竣
工
し
た
御
堂
筋
拡
幅
工
事
は
、
幅
三
・
三
間
の
淀
屋

橋
筋
を
幅
二
四
間
（
四
三
・
六
メ
ー
ト
ル
）
の
大
動
脈
に
変
え
る

大
工
事
で
あ
っ
た
。
新
た
に
土
地
を
買
収
し
て
拡
げ
ら
れ
た
の
は

主
と
し
て
道
路
の
東
側
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
都
市
計
画
事
業
に
よ

っ
て
、
市
中
の
木
造
橋
の
多
く
が
耐
久
構
造
橋
に
付
け
替
え
ら
れ

た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
軒
切
り
」

1
1
路
幅
整
理
も
行
わ
れ
、
凸

凹
を
き
た
し
て
い
た
道
路
の
境
界
線
が
整
理
さ
れ
た
。
明
治
以
降

の
道
路
の
拡
幅
・
整
理
は
東
西
の
通
り
よ
り
も
、
南
北
の
筋
を
中

心
に
行
わ
れ
て
き
た
た
め
、
船
場
地
区
は
か
つ
て
の
東
西
の
流
れ

中
心
か
ら
南
北
の
流
れ
中
心
へ
と
様
相
を
変
え
る
に
い
た
っ
た
。

戦
後
は
自
動
車
交
通
が
著
し
く
増
加
し
、
そ
の
対
策
と
し
て
道

路
の
整
備
が
進
ん
だ
。
三
十
六
年
か
ら
四
十
一
年
に
か
け
て
市
電

が
廃
止
さ
れ
、
長
堀
の
埋
立
て
、
中
央
大
通
り
の
建
設
、
西
横
堀

の
埋
立
て
、
東
西
両
横
堀
川
上
の
阪
神
高
速
道
路
の
建
設
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
か
つ
て
の
水
の
都
の
象
徴
で
あ
り
、
市
中
の
川
船
水

路
と
な
っ
て
い
た
堀
川
の
多
く
は
消
滅
し
、
高
速
道
路
と
地
下
鉄

が
そ
れ
に
と
っ
て
代
っ
た
の
で
あ
る
。

五
六



船

場

船
場
の
町
々
歴
史
散
歩

先
に
述
べ
た
通
り
、
元
禄
十
―
―
一
年
に
は
船
場
に
は
―
-
＝
二
か
町

が
存
在
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
町
割
、
町
名
は
江
戸
時
代
を
通
じ

て
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

大
阪
の
町
名
の
改
正
が
大
規
模
に
行
わ
れ
た
の
は
明
治
五
年
―
―
―

月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
二
年
大
阪
三
郷
の
制
は

廃
さ
れ
、
東
・
西
・
南
・
北
の
大
組
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
さ
ら
に
五
年
三
月
十
七
日
、
東
西
南
北
の
四
大
組
の
も
と
に

七
九
区
が
お
か
れ
、
さ
ら
に
町
名
の
廃
合
、
改
称
が
行
わ
れ
た
。

町
数
は
六
ニ
―
か
町
か
ら
五
三
二
か
町
に
減
じ
ら
れ
、
実
情
に
即

し
た
町
割
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
船
場
は

東
大
組
第
十
二
区
か
ら
第
二
十
三
区
ま
で
と
南
大
組
第
五
区
と
第

六
区
に
属
す
る
こ
と
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
一
〇
九
か
町
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
お
よ
び
戦
後
を
通
じ
て
、
大

阪
市
で
は
度
重
っ
て
町
名
の
改
廃
称
が
行
わ
れ
、
ま
た
近
年
で

は
「
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
町
名
の
改
称
が
進
め

ら
れ
て
き
た
が
、
船
場
地
区
で
は
わ
ず
か
な
例
を
除
い
て
、
明
治

五
年
の
町
制
、
町
名
が
今
日
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
明
治
五
年

の
改
正
に
よ
り
、
船
場
で
は
、
単
独
町
名
が
少
く
な
り
、
通
し
町

名
（
一
丁
目
、
二
丁
目
と
い
っ
た
町
名
）
が
多
く
な
り
、
街
路
と

五
七

町
名
が
合
致
し
、
便
利
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
由
緒
あ
る
町
名
が

多
く
、
改
変
に
は
抵
抗
や
不
便
が
伴
う
こ
と
、
な
ど
が
そ
の
理
由

で
あ
ろ
う
。
船
場
地
区
は
大
阪
で
は
珍
し
く
碁
盤
上
の
地
形
を
な

し
、
町
名
も
市
民
の
間
に
定
着
し
て
い
る
か
ら
、
プ
ロ
ッ
ク
町
名

主
義
に
あ
え
て
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
こ
の
ま
ま
町
名

を
存
続
さ
せ
る
の
が
利
巧
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
船
場
は
江
戸
期
以
来
大
阪
の
中
心
的
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
ク

ー
で
あ
る
。
概
観
す
れ
ば
、
江
戸
期
に
は
、
北
浜
・
今
橋
な
ど
の

北
船
場
1
1
北
脇
に
は
両
替
商
、
呉
服
商
、
道
修
町
に
は
薬
問
屋
、

伏
見
町
に
は
唐
物
問
屋
、
備
後
町
・
安
土
町
に
は
木
綿
太
物
問
屋

が
多
か
っ
た
。
江
戸
時
代
の
産
業
地
図
を
描
く
と
図
6
の
よ
う
に

な
る
。
現
在
で
も
、
北
浜
に
は
金
融
・
証
券
、
本
町
に
は
繊
維
関

係
、
丼
池
に
は
繊
維
の
現
金
問
屋
、
道
修
町
に
は
薬
品
、
南
久
宝

寺
に
は
小
間
物
ー
雑
貨
の
会
社
や
問
屋
が
集
住
す
る
。

以
下
、
船
場
の
主
な
町
の
歴
史
散
歩
を
し
て
み
よ
う
。

北
浜

l
t五
丁
目
北
浜
は
大
川
沿
い
の
北
の
浜
と
い
う
意
で

あ
り
、
大
川
沿
い
の
外
北
浜
と
そ
の
一
っ
南
の
通
り
の
内
北
浜
か

ら
な
る
。
江
戸
期
に
は
北
浜
一
ー
ニ
丁
目
の
ほ
か
、
過
書
町
・
梶

木
町
の
町
名
が
あ
り
、
よ
り
古
く
に
は
大
塚
屋
町
、
さ
か
い
町
な

ど
の
町
名
が
あ
っ
た
。
過
書
町
は
過
書
船
（
伏
見
ー
京
橋
間
の

船
）
の
船
頭
・
船
持
が
住
ん
で
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
わ



図6 大坂産業地図（『難波鶴』『万買物調方記』）
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船

場

れ
、
現
在
の
北
浜
一
―
一
丁
目
に
あ
た
る
。
ま
た
梶
木
町
は
現
在
北
浜

五
丁
目
あ
た
り
で
、
船
の
揖
の
木
を
売
る
店
が
多
か
っ
た
こ
と
に

由
来
す
る
と
伝
え
る
。
史
跡
と
し
て
は
、
金
相
場
会
所
跡
（
現
大

阪
証
券
取
引
所
の
地
）
俵
物
会
所
、
適
塾
、
銅
座
、
帝
国
座
な
ど

が
あ
り
、
ま
た
、
北
浜
一
丁
目
の
土
佐
堀
川
と
東
横
堀
川
が
交
わ

る
三
角
形
の
地
は
古
く
は
蟹
嶋
新
地
と
呼
ば
れ
、
料
亭
・
旅
館
が

連
な
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
専
崎
楼
・
花
外
楼
は
明
治
八
年
大
阪

会
議
が
開
か
れ
た
場
所
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
町
人
学
者

山
片
蝠
桃
を
出
し
た
両
替
商
升
屋
、
風
流
人
平
瀬
露
香
を
生
ん
だ

両
替
商
千
草
屋
も
当
町
に
存
在
し
た
。

大
川
町
古
く
は
十
三
人
町
お
よ
び
浜
四
丁
目
と
呼
ば
れ
て
い

た
が
、
延
宝
七
年
(
-
六
七
九
）
両
町
を
併
せ
て
大
川
町
と
な
っ

た
。
当
町
は
江
戸
初
期
の
豪
商
淀
屋
の
屋
敷
が
あ
っ
た
町
と
し
て

知
ら
れ
る
。
淀
屋
の
祖
岡
本
常
安
与
三
郎
は
山
城
岡
本
の
出
で
、

大
川
付
近
に
居
を
構
え
、
材
木
商
を
営
ん
だ
が
、
大
坂
の
陣
に
際

し
徳
川
方
に
組
し
、
そ
の
功
に
よ
り
、
様
々
の
特
権
を
得
、
致
富

を
な
し
た
。
二
代
目
言
当
は
大
川
町
の
店
前
で
米
相
場
を
た
て

た
。
こ
れ
を
淀
屋
米
市
、
北
浜
の
米
市
と
い
い
、
享
保
十
五
年

（
一
七
―
―

10)
公
許
さ
れ
た
堂
島
米
市
の
前
身
に
あ
た
る
。
淀
屋

が
米
市
の
便
の
た
め
に
架
け
た
橋
が
淀
屋
橋
で
あ
る
。
五
代
目
と

比
定
さ
れ
る
辰
五
郎
は
宝
永
二
年
（
一
七

0
五
）
隣
奢
に
よ
っ
て

五
九

闘
所
処
分
を
受
け
、
淀
屋
は
亡
ん
だ
。
い
ま
も
淀
屋
小
路
と
い
う

通
り
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
淀
屋
邸
の
裏
口
と
も
邸
内
小
路
と
も
い

う
。
淀
屋
の
屋
敷
跡
に
は
現
在
石
碑
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
明
治

二
十
年
ご
ろ
ま
で
は
大
川
町
は
船
着
場
と
し
て
栄
え
、
旅
館
や
料

理
屋
が
多
か
っ
た
が
、
明
治
十
七
年
日
本
銀
行
大
阪
支
店
（
三
十

八
年
に
現
在
地
に
移
転
）
が
設
置
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
、
徐
々
に
風

情
は
か
わ
り
、
明
治
四
十
一
年
住
友
ビ
ル
が
建
設
さ
れ
て
以
降
は

今
日
ま
で
住
友
グ
ル
ー
プ
の
本
拠
地
と
な
っ
た
。

横
堀
一
？
六
丁
目
江
戸
期
に
は
七
郎
右
衛
門
町
、
七
軒
町
、

浜
町
、
長
浜
町
、
椛
木
町
、
西
笹
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
七
郎
右

衛
門
町
は
西
横
堀
の
開
発
者
木
屋
七
郎
右
衛
門
に
由
来
す
る
。
西

横
堀
沿
岸
は
か
つ
て
西
横
堀
二
十
四
浜
と
呼
ば
れ
、
材
木
商
の
集

住
す
る
地
域
で
あ
っ
た
。

今
橋
一
？
五
丁
目
江
戸
期
に
は
今
橋
一
ー
ニ
丁
目
、
尼
崎
町

一
ー
ニ
丁
目
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域
。
江
戸
時
代
、
今
橋
通
り
は

大
両
替
商
を
中
心
と
し
て
、
富
商
、
巨
商
が
軒
を
な
ら
べ
る
一
大

金
融
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
鴻
池
善
右
衛
門
家
は
群

を
抜
く
存
在
で
あ
っ
た
。
鴻
池
家
が
当
地
に
両
替
屋
を
設
置
し
た

の
は
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
の
こ
と
で
、
江
戸
後
期
に
は
土
地

を
買
い
増
し
て
、
鴻
池
分
・
別
家
の
店
々
が
立
ち
並
ん
だ
。
今
橋

一
丁
目
に
は
両
替
商
天
王
寺
五
兵
衛
と
平
野
屋
五
兵
衛
の
店
が
向



い
あ
っ
て
存
在
し
、
「
天
五
に
平
五
、
十
兵
衛
横
町
」
と
い
わ
れ

た
。
天
五
、
平
五
と
も
十
人
両
替
の
一
員
と
な
っ
た
大
両
替
商
で

あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
後
は
没
落
し
た
。
旧
尼
崎
一
丁
目
（
現
今

橋
四
丁
目
）
に
懐
徳
堂
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
旧
尼
崎
二
丁
目
（
現
今
橋
五
丁
目
）
に
は
篠
崎
小
竹
が
お
こ

し
た
梅
花
社
と
い
う
私
学
も
あ
っ
た
。
今
橋
一
！
五
丁
目
と
高
麗

橋
一
！
五
丁
目
を
分
か
つ
東
西
の
通
り
は
浮
世
小
路
と
呼
ば
れ
西

鶴
「
好
色
一
代
男
」
に
も
出
て
く
る
風
流
の
地
で
あ
っ
た
。

高
麗
橋
一
？
五
丁
目
高
麗
橋
の
由
来
は
往
古
朝
鮮
国
使
来
朝

の
た
め
架
け
ら
れ
た
と
も
、
往
古
の
難
波
高
麗
橋
が
存
在
し
た
た

め
と
も
い
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
は
御
公
儀
橋
で
、
橋
詰
に
は
矢
倉

屋
敷
が
あ
っ
た
。
明
治
に
な
っ
て
か
ら
、
本
木
昌
造
の
設
計
で
大

阪
最
初
の
鉄
橋
と
な
っ
た
。
江
戸
期
に
は
高
麗
橋
一
ー
五
丁
目
の

ほ
か
、
上
人
町
、
四
軒
町
、
大
豆
葉
町
の
町
名
が
存
在
。
呉
服

商
、
両
替
屋
、
書
籍
商
、
紙
屋
な
ど
が
多
か
っ
た
が
、
な
か
で
も

越
後
屋
は
そ
の
筆
頭
で
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
開
業
、
そ
の

周
近
に
小
間
物
雑
貨
商
を
配
し
て
、
百
貨
店
的
商
法
の
先
駆
け
を

な
し
た
。
伊
勢
商
人
の
大
黒
屋
富
山
、
近
江
商
人
の
ま
す
屋
岩

城
、
大
和
商
人
の
河
内
屋
な
ど
も
有
名
な
呉
服
商
で
あ
っ
た
。
高

麗
橋
一
丁
目
に
は
秤
の
一
手
製
造
・
阪
売
を
行
っ
た
秤
屋
が
存
在

し
た
。
明
治
以
降
は
大
阪
商
法
会
議
所
、
大
阪
内
外
綿
木
綿
取
引

船

場

所
が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
第
三
十
四
、
第
百
―
―
-
+
、
国
立
銀
行
の

本
店
が
お
か
れ
た
。

伏
見
町
一
！
五
丁
目
伏
見
町
人
で
開
発
し
た
こ
と
に
因
む
町

名
。
江
戸
期
に
は
伏
見
町
の
ほ
か
、
本
勒
町
、
本
天
満
町
、
呉
服

町
と
称
え
た
。
本
勒
町
、
本
天
満
町
は
江
戸
初
期
に
天
満
鳴
尾
町

の
魚
商
人
が
移
住
し
た
こ
と
に
因
む
。
一
六
一

0
年
代
に
魚
商
人

は
西
船
場
に
移
り
、
町
名
だ
け
が
残
っ
た
。
江
戸
期
に
は
、
加
賀

屋
一
統
と
呼
ば
れ
る
唐
物
問
屋
の
多
か
っ
た
と
こ
ろ
。
そ
の
お
こ

り
は
天
正
年
間
に
加
賀
の
国
の
人
斎
藤
九
郎
右
衛
門
が
秀
吉
に
従

っ
て
大
坂
に
来
り
、
唐
産
茶
番
御
用
を
勤
め
、
伏
見
町
に
住
地
を

さ
ず
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。
そ
の
後
斎
藤
氏
の
分
別
家

は
い
ず
れ
も
加
賀
屋
を
名
乗
り
、
長
崎
か
ら
の
輸
入
品
を
一
手
に

取
扱
っ
た
。
岩
井
文
助
（
岩
井
産
業
か
ら
日
商
岩
井
へ
）
も
加
賀

屋
一
統
の
出
で
あ
る
。
旧
呉
服
町
は
伏
見
の
呉
服
商
が
集
住
し
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

道
修
町
一

2
五
丁
目
道
修
町
の
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
は
諸

説
が
あ
る
が
、
往
古
、
当
地
が
谷
状
の
地
形
を
な
し
て
い
て
「
道

修
谷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
説
が
有
力
。
江
戸

期
に
は
又
市
町
、
四
十
軒
町
、
古
手
町
な
ど
の
町
名
も
あ
っ
た
。

道
修
町
と
い
え
ば
薬
の
町
で
あ
る
が
、
薬
種
問
屋
が
集
住
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
寛
永
年
代
に
堺
の
小
西
吉
右
衛
門
が
将
軍

六
〇



船

場

の
命
に
よ
り
道
修
町
一
丁
目
に
来
り
薬
種
問
屋
を
開
い
た
こ
と

に
よ
る
と
い
う
。
享
保
期
に
は
薬
の
町
と
し
て
確
立
し
和
漠
種
改

所
、
仲
間
寄
合
所
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。
道
修
町
の
薬
種
商
に
は

今
日
薬
品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
存
続
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
田

辺
・
武
田
・
塩
野
・
小
野
・
小
西
な
ど
で
あ
る
。
道
修
町
に
は
「
神

農
さ
ん
の
御
祭
」
と
い
う
秋
祭
り
が
あ
る
。
少
彦
名
命
神
社
の
祭

り
で
あ
る
が
、
当
社
が
も
と
も
と
中
国
の
医
薬
の
祖
、
神
農
氏
を

祀
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
元
禄
の
俳
人
小
西
来
山
は
薬
種
商
小

西
一
統
か
ら
出
た
人
、
ま
た
、
明
治
の
俳
人
島
道
素
石
や
、
青
木

月
斗
も
薬
種
問
屋
の
生
れ
で
あ
っ
た
。

平
野
町
一
？
五
丁
目
御
霊
神
社
の
祭
神
は
一
説
に
、
早
良
親

王
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
早
良
親
王
は
百
済
の
出
で
、
こ
の

百
済
氏
を
祭
る
神
社
に
京
都
平
野
神
社
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
早

良
神
社
を
祭
る
御
霊
神
社
の
界
隈
と
い
う
関
係
か
ら
平
野
町
と
称

え
ら
れ
た
と
い
う
。
江
戸
期
に
は
善
左
衛
門
町
、
亀
井
町
な
ど
の

町
名
も
あ
っ
た
。
当
地
に
は
、
江
戸
時
代
に
北
組
惣
会
所
の
ほ

か
、
両
替
商
炭
屋
彦
五
郎
、
酒
商
米
屋
喜
兵
衛
（
沢
の
鶴
）
の
店

が
あ
り
、
明
治
末
ご
ろ
ま
で
、
平
野
町
商
店
街
と
し
て
市
内
屈
指

の
日
用
品
小
売
市
場
と
し
て
栄
え
た
。

淡
路
町
一
？
五
丁
目
江
戸
期
に
は
淡
路
町
一
ー
ニ
丁
目
の
ほ

か
、
北
鍋
屋
町
、
中
船
場
町
、
淡
路
町
切
町
、
津
村
北
之
町
な
ど

六

つ

ぷ

ら

っ

ぷ

ら

え

が
あ
っ
た
。
御
霊
神
社
、
一
名
円
神
社
、
円
江
神
社
は
当
町
に
あ

る
。
明
治
中
期
か
ら
大
正
末
ま
で
に
は
植
村
文
楽
軒
の
御
霊
文
楽

座
が
お
か
れ
て
い
た
。

瓦
町
一
？
五
丁
目
江
戸
期
に
は
瓦
町
一
ー
ニ
丁
目
、
百
貫

町
、
南
鍋
屋
町
、
三
郎
右
衛
門
町
、
津
村
東
之
町
、
同
中
之
町
、

同
西
之
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
こ
ろ
。
津
村
は
こ
の
あ
た
り
が
往

古
、
入
江
に
な
っ
て
い
て
、
円
江
と
称
さ
れ
、
そ
の
転
訛
で
あ
る

と
伝
え
る
。

備
後
町
一
？
五
丁
目
江
戸
期
に
は
備
後
町
一
！
五
丁
目
、
升

屋
町
、
御
堂
前
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域
。
当
町
の
八
百
屋
町
筋

あ
た
り
は
鳥
店
が
多
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
俗
に
鳥
屋
町
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
洋
反
物
問
屋
、
木
綿
問
屋
が
多
か
っ
た
。
備
後
町
―
―
―
丁

目
日
本
綿
業
会
館
は
昭
和
初
期
の
建
築
で
、
東
洋
紡
専
務
岡
常
夫

の
遺
産
寄
付
を
も
と
に
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

安
土
町
一
！
五
丁
目
近
江
商
人
の
出
身
地
に
因
む
町
名
と
伝

え
ら
れ
る
。
江
戸
期
に
は
魚
屋
町
、
南
青
谷
町
、
北
青
谷
町
、
御

堂
前
町
、
浄
覚
町
な
ど
の
町
名
も
あ
っ
た
。
近
江
商
人
、
糸
ヘ
ン

関
係
商
人
が
多
い
町
で
あ
り
、
田
村
駒
、
大
橋
、
寺
庄
、
外
村
、

中
島
弘
、
伊
藤
万
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。

本
町
一

i
五
丁
目
江
戸
時
代
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
繊

維
・
衣
服
関
係
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心
地
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
古



手
商
が
多
か
っ
た
が
、
明
治
以
降
は
呉
服
、
繊
維
商
社
が
多
く
な

っ
た
。
ま
た
近
江
商
人
の
店
が
多
か
っ
た
。
丸
紅
、
西
川
、
稲
西

屋
、
田
附
政
治
郎
、
阿
部
一
族
ら
が
有
名
な
例
で
あ
る
。
津
村
別

院
、
い
わ
ゆ
る
北
御
堂
は
慶
長
二
年
(
-
五
九
七
）
准
如
が
津
村

の
地
に
建
て
た
津
村
坊
舎
を
も
と
と
す
る
。
明
治
初
年
に
は
官
軍

の
本
営
や
大
阪
鎮
台
の
仮
営
所
、
大
阪
府
会
議
事
堂
と
な
っ
た
。

相
愛
学
院
は
明
治
二
十
一
年
、
津
村
別
院
の
一
部
を
校
舎
と
し
て

開
校
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

南
本
町
一

l
五
丁
目
江
戸
期
に
は
北
渡
辺
町
、
南
渡
辺
町
と

い
う
町
名
も
あ
っ
た
。
本
町
と
同
じ
く
伝
統
的
に
糸
ヘ
ン
の
町
で

あ
る
。唐
物
町
一
！
五
丁
目
江
戸
期
に
は
雛
屋
町
、
南
渡
辺
町
の
町

名
も
存
在
。
当
地
の
豪
商
と
し
て
は
山
口
吉
郎
兵
衛
家
が
有
名
。

同
家
は
代
々
奈
良
の
太
物
問
屋
で
あ
っ
た
が
、
文
政
期
に
唐
物
町

に
出
て
、
布
屋
と
号
し
、
オ
ラ
ン
ダ
、
中
国
と
の
洋
反
物
の
取
引

を
行
っ
て
財
を
な
し
、
幕
末
期
に
は
両
替
商
を
開
業
、
明
治
期
に

第
百
四
十
八
国
立
銀
行
を
お
こ
し
、
三
和
銀
行
の
前
身
の
一
っ
山

口
銀
行
の
も
と
を
築
い
た
。

船
場
中
央
一

l
五
丁
目
昭
和
四
十
五
年
一
月
一
日
に
誕
生
し

た
町
名
。
丼
池
商
店
街
を
立
退
き
さ
せ
、
中
央
大
通
り
を
拡
張

し
、
高
速
道
路
下
に
ビ
ル
を
設
け
、
船
場
の
過
密
と
交
通
マ
ヒ
を

船

場

解
決
し
、
同
時
に
近
代
的
流
通
セ
ン
タ
ー
と
す
る
都
市
計
画
構
想

に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
。
昭
和
四
十
五
年
に
船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
と

し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
繊
維
・
服
飾
関
係
産
業
の
新
し
い
七
ン
タ
ー

と
し
て
生
れ
か
わ
っ
た
。

北
久
太
郎
町
一

i
五
丁
目
南
久
太
郎
町
一

1
四
丁
目
久
太

郎
町
の
町
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
も
と
百
済
町
と
書
い
て
い
た

の
を
後
世
誤
り
伝
え
た
と
い
う
説
と
、
秀
吉
の
磨
下
の
堀
久
太
郎

の
邸
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
説
と
が
あ
る
。
北
久
太
郎
町

四
丁
目
の
難
波
別
院
、
い
わ
ゆ
る
南
御
堂
は
、
慶
長
元
年
(
-
五

九
六
）
道
修
町
一
丁
目
に
お
こ
さ
れ
た
が
同
三
年
当
地
に
移
っ
た

も
の
、
明
治
期
に
は
太
政
官
代
、
西
南
戦
争
征
討
総
督
本
営
な
ど

が
お
か
れ
た
。
ま
た
明
治
四
十
二
年
に
創
立
さ
れ
た
大
谷
女
学
校

は
大
正
十
四
年
ま
で
南
御
堂
内
に
あ
っ
た
。
北
・
南
と
も
久
太
郎

町
は
繊
維
、
衣
服
関
係
の
商
店
の
多
い
町
で
、
ま
た
か
つ
て
は
塗

師
職
、
漆
器
商
、
唐
小
間
物
問
屋
も
軒
を
な
ら
べ
て
い
た
。
南
久

太
郎
四
丁
目
は
松
尾
芭
蕉
終
焉
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

北
久
宝
寺
町
一
！
五
丁
目
、
南
久
宝
寺
町
一
！
五
丁
目
久
宝

寺
の
町
名
の
由
来
は
、
往
昔
久
宝
寺
と
い
う
寺
が
存
在
し
て
い
た

と
い
う
説
、
近
世
初
期
道
頓
堀
川
を
開
削
す
る
と
き
、
河
内
渋
川

郡
久
宝
寺
村
か
ら
多
く
の
人
々
が
来
た
り
、
そ
の
住
地
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
と
い
う
説
と
が
あ
る
。
江
戸
期
に
は
、
南
北
久
宝
寺

六一



船

場

に
は
伝
馬
町
、
源
左
衛
門
町
、
上
難
波
北
之
町
、
同
南
之
町
な
ど

の
町
名
も
存
在
し
た
。
南
北
久
宝
寺
は
伝
統
的
に
小
間
物
雑
貨
商

の
多
い
と
こ
ろ
で
、
今
日
も
そ
の
風
情
を
残
し
て
い
る
。

渡
辺
町
昭
和
五
年
に
生
れ
た
町
名
。
天
正
年
中
、
渡
辺
（
八

軒
家
）
に
あ
っ
た
座
摩
神
社
が
こ
の
地
に
遷
座
し
、
氏
子
の
人
々

が
移
住
し
た
こ
と
を
町
名
の
由
来
と
す
る
。

博
労
町
一

i
五
丁
目
江
戸
期
に
は
金
沢
町
、
金
田
町
、
茨
木

町
、
博
労
町
、
上
難
波
北
之
町
、
同
南
之
町
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
博
労
町
の
名
は
、
か
つ
て
伝
馬
の
馬
持
が
多
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
五
丁
目
の
難
波
神
社
は
天
正
年
中
に
お
こ

さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
通
称
博
労
稲
荷
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
御
霊
神

六一

社
に
移
る
以
前
、
文
楽
座
は
当
社
に
存
在
し
た
。
大
阪
心
学
七
舎

の
一
っ
明
誠
舎
も
博
労
町
二
丁
目
（
旧
金
田
町
）
に
あ
っ
た
。

南
船
場
一
！
四
丁
目
昭
和
五
十
七
年
、
住
居
表
示
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
町
名
改
称
に
よ
り
生
ま
れ
た
町
名
で
あ
る
。
か
つ

て
は
順
慶
町
一

l
四
丁
目
、
安
堂
寺
橋
通
一
！
四
丁
目
、
塩
町
通

-
！
四
丁
目
、
横
堀
七
丁
目
、
末
吉
橋
通
―

l
四
丁
目
、
長
堀
橋

筋
一
ー
ニ
丁
目
、
鰻
谷
東
之
町
、
同
中
之
町
、
同
西
之
町
、
心
斎

橋
筋
一
ー
ニ
丁
目
、
北
炭
屋
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域
で
あ
る
。

順
慶
町
は
筒
井
順
慶
の
屋
敷
地
に
、
末
吉
橋
通
り
は
末
吉
孫
左
衛

門
・
勘
兵
衛
に
、
安
堂
寺
橋
通
り
は
安
曇
寺
に
因
む
と
伝
え
ら

れ

る

。

（

大

阪

大

学

助

教

授

）




